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（
一
六
四
九
年
）

「
慶
安
御
触
書
」

「
慶
安
御
触
書
」
は
、
慶
安
二
年
二
月
二
六
日
に
江
戸

幕
府
が
公
布
し
た
「
諸
国
郷
江
被
仰
出
」
と
題
す
る
触
書、

で
あ
る
。
以
下
は
、
明
治
政
府
の
司
法
省
が
編
集
し
た

江
戸
幕
府
の
法
規
集
『
徳
川
禁
令
考
』
か
ら
の
全
文
引
用

で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
文
は
旧
字
体
を
使
用
し
て
い
る
が
、

新
字
体
で
表
し
、
ふ
り
が
な
を
倉
橋
が
つ
け
た
。

司
法
省
蔵
版
・
法
制
史
学
会
編
・
石
井
良
助
校
訂

史
料
出
所
：

『
徳
川
禁
令
考
前
集

第
五
』
創
文
社

昭
和
三
四
年
七

月
三
〇
日

一
五
九
頁
〜
一
六
四
頁
。

慶
安
二
丑
年
二
月
廿
六
日

う

し

に
じ
ゅ
う
ろ
く

諸
国
郷
村

被
仰
出

江
お

う

せ

い

で

ら

る

一

公
儀
御
法
度
を
怠
り
、
地
頭
代
官
之
事
を
お
ろ
そ
か

こ

う

ぎ

ご

は

っ

と

の

に
不
存
、
扨
又
名
主
組
頭
を
ハ
真
の
親
と
お
も
ふ
へ

ぞ
ん
ぜ
ず

さ
て
ま
た

お

ば

き
事
、

一

名
主
組
頭
を
仕

者
、
地
頭
代
官
之
事
を
大
切
に

つ
か
ま
つ
る
も
の

の

こ

と

存

、
年
貢
を
能

済
、
公
儀
御
法
度
を
不
背
、
小

ぞ
ん
じ

よ
く
す
ま
し

そ
む
か
ず

百

姓
身
持
仕

様
に
可

申

渡
、
扨
又
手
前
之
身

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

つ
か
ま
つ
る
よ
う

も
う
し
わ
た
す
べ
く

さ
て
ま
た

上
不
成
、

万

不
作
法
に
候
得
ハ
、
小
百
姓
ニ
公
儀
御

な

ら

ず

よ
ろ
ず

そ

う

ら

え

ば

用
之
事
申

付

候
而
も
、
あ
な
と
り
不
用
物
に

も
う
し
つ
け
そ
う
ろ
う
し
か

候

間
、
身
持
を
能
致
し
、
不
便
不
仕
様
に
常
々
心

そ
う
ろ
う
あ
い
だ

よ
く

掛
可
申
事
、

一

名
主
心
持
我
と
中
悪
党
者
成
共
無
理
成
儀
を
申
か
け

す
、
又
中
能
者
共
依
怙
贔
屓
な
く
、
小
百
姓
を
懇
に

え

こ

ひ

い

き

い
た
し
、
年
貢
割
役
等
之
割
少
も
無
高
下
ろ
く
に
可

申
渡
、
扨
又
小
百
姓
ハ
名
主
組
頭
之

申

付

候

事

無

違

背
念
を
入
可
申
渡
、

も
う
し
つ
け
そ
う
ろ
う
こ
と
い
は
い
な
き

、

一

耕
作
に
精
を
入
、
田
畑
之
植
様
同

拵

に
念
を
入

こ
し
ら
え

草
は
へ
さ
る
様
に
可

仕
、
草
を
能
取
、
切
々

は

え

ざ

る

つ
か
さ
ど
る
べ
し

よ
く
と
り

作
之

間
江

鍬
入
仕
候
得
ハ
、
作
も
能
出
来
、
取
実
も

さ
く
の
あ
い
だ
へ
く
わ
い
れ
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ら
え
ば

よ
く

多
有
之
、
付
、
田
畑
之
堺
ニ
大
豆
小
豆
な
と
植
、
少

々
た
り
と
も
可
仕
事
、

一

朝
お
き
を
致
し
、
朝
草
を
苅
、
昼
ハ
田
畑
耕
作
に
か

か
り

ゝ
り
、
晩
に
ハ
縄
を
な
い
、
た
わ
ら
を
あ
み
、
何
に

な
わ

て
も
そ
れ

の
仕

事

無

油

断

可

仕

事
、

く
し
ご
と
ゆ
だ
ん
な
く
つ
か
ま
つ
る
べ
し
こ
と

一

酒
茶
を
買
の
み
申

間

敷

候
、
妻
子
同
前
之
事
、

も
う
す
ま
じ
く
そ
う
ろ
う

、

一

里
方
ハ
居
屋
敷
之
廻
り
に
竹
木
を
植
、
下
葉
共
取

薪
を
買
候
ハ
ぬ
様
に
可
仕
事
、

一

万
種
物
秋
初
ニ
念
を
入
、
ゑ
り
候
て
能
種
を
置
可
申

候
、
悪
種
を
蒔
候
得
ハ
、
作
毛
悪

敷

候
事
、

ま

き

そ

う

ら

え

ば

あ
し
き
そ
う
ろ
う

一

正
月
十
一
日
前
ニ
毎
年
鍬
の
さ
き
を
か
け
、
か
ま
を

打
直
し
、
能
き
れ
候
様
ニ
可
仕
、
悪
き
く
わ
に
て
ハ

田
畑
お
こ
し
候
に
、
は
か
ゆ
き
候
ハ
す
、
か
ま
も
き

れ
か
ね
候
得
ハ
、
同
前
之
事
、

そ

う

ら

え

ば

一

百
姓
ハ
こ
へ
は
い
調
置
候
儀
専
一
ニ
候
間
、

せ
つ
ち
ん
を
ひ
ろ
く
作
り
、
雨
降
り
候
時
分
水
不
入

せ

っ

ち

ん

様
に
仕
へ
し
、
そ
れ
ニ
付
夫
婦
か
け
む
か
い
の
も
の

ニ
而
、
馬
を
も
持
事
な
ら
す
、
こ
へ
た
め
申
候
も
な

ら
さ
る
も
の
ハ
、
庭
之
内
ニ
三
尺
二
間
程
に
ほ
り
候

而
、
其
中
へ
は
き
た
め
又
ハ
道
之
芝
草
を
け
つ
り
入
、

水
を
な
か
し
入
、
作
り
こ
ゑ
を
致
し
、
耕
作
へ
入
可

申
事
、

一

百
姓
ハ
分
別
も
な
く
末
の
考
も
な
き
も
の
ニ

候

故
、
秋
ニ
成
候
得
ハ
、
米
雑
穀
を
む
さ
と
妻
子

そ
う
ろ
う
ゆ
え

な

り

そ

う

ら

え

ば

ざ
っ
こ
く

ニ
も
く
ハ
せ
候
、
い
つ
も
正
月
二
月
三
月
時
分
の
心

を
も
ち
、
食
物
を
大
切
ニ
可
仕
候
ニ
付
、
雑
穀
専
一

ニ
候
間
、
麦
粟
稗
菜
大
根
、
其
外
何
に
而
も
雑
穀
を、

作
り
、
米
を
多
く
喰
つ
ふ
し
候
ハ
ぬ
様
に
可
仕
候

飢
饉
之
時
を
存
出
し
候
得
ハ
、
大
豆
の
葉
あ
つ
き
の

葉
さ
ゝ
け
の
葉
い
も
の
落
葉
な
と
、
む
さ
と
す
て
候

儀
ハ
、
も
つ
た
い
な
き
事
に
候
、

一

家
主
子
共
下
人
等
迄
、
ふ
だ
ん
は
成
程
疎
飯
を
く
ふ、

へ
し
、
但
、
田
畑
を
お
こ
し
田
を
う
へ
い
ね
を
苅

又
ほ
ね
を
り
申
時
分
ハ
、
ふ
た
ん
よ
り
少
喰
物
を
能

仕
、
た
く
さ
ん
に
く
ハ
せ
つ
か
ひ
可
申
候
、
其
心
付

あ
れ
は
、
精
を
出
す
も
の
に
候
事
、

一

何
と
そ
い
た
し
、
牛
馬
之
能
を
持
候
様
ニ
可
仕
、
能

牛
馬
ほ
と
こ
へ
を
た
く
ふ
む
も
の
に
候
、
身
上
不
成

も
の
ハ
是
非
不
及
、
先
如
此
心
か
け
可
申
候
、
并
春

中
牛
馬
に
飼
候
も
の
を
、
秋
さ
き
支
度
可
仕
候
、
又

田
畑
江
か
り
し
き
成
共
、
其
外
何
こ
へ
成
と
も
、
能

入
候
得
ハ
、
作
に
と
り
み
有
之
候
事
、

一

男
ハ
作
を
か
せ
き
、
女
房
ハ
お
は
た
を
か
せ
き
、
夕

な
へ
を
仕
、
夫
婦
と
も
に
か
せ
き
可
申
、
然
ハ
み
め、

か
た
ち
よ
き
女
房
成
共
、
夫
の
事
を
お
ろ
か
に
存
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大
茶
を
の
み
物
ま
い
り
遊
山
す
き
す
る
女
房
を
離

別
す
へ
し
、
乍
去
子
供
多
く
有
之
て
、
前
廉
恩
を

も
得
た
る
女
房
な
ら
ハ
各
別
な
り
、
又
み
め
さ
ま

、

悪
候
共
、
夫
の
所
帯
を
大
切
に
い
た
す
女
房
を
ハ

い
か
に
も
懇
可
仕
事
、

一

公
儀
御
法
度
何
に
而
も
不
相
背
、
中
ニ
も
行
衛
不
知

牢
人
、
郷
中
ニ
不
可
拘
置
、
夜
盗
同
類
又
ハ
公
儀
御

法
度
に
背
候
徒
者
な
と
、
郷
中
江
隠
居
、
訴
人
有
之

而
、
公
儀
江
召
連
参
、
御
詮
議
中
久
々
相
詰
候
得
ハ
、

殊
外
郷
中
の
草
臥
候
、
又
ハ
名
主
組
頭
長
百
姓
并
一

郷
之
惣
百
姓
に
に
く
ま
れ
候
ハ
ぬ
様
に
、
物
毎
正
直

に
徒
成
る
心
持
申
間
敷
候
事
、

一

百
姓
ハ
、
衣
類
之
儀
、
布
木
綿
よ
り
外
ハ
帯
衣
裏
ニ

も
仕
間
敷
事
、

一

少
ハ
商
心
も
有
之
而
、
身
上
持
上
ケ
候
様
に
可
仕
候
、

其
子
細
ハ
、
年
貢
之
為
に
雑
穀
を
売
候
事
も
、
又
ハ

買
候
に
も
、
商
心
な
く
候
得
ハ
、
人
に
ぬ
か
る
ゝ
も

の
に
候
事
、

一

身
上
成
候
者
ハ
格
別
、
田
畑
を
も
多
く
持
不
申
、
身

上
な
り
か
ね
候
も
の
ハ
、
子
供
多
く
候
ハ
ゝ
、
人
に

も
く
れ
、
又
奉
公
を
も
い
た
さ
せ
、
年
中
之
口
す
き

の
つ
も
り
を
能
々
考
可
申
事
、

一

屋
敷
之
前
の
庭
を
奇
麗
ニ
致
し
、
南
日
向
を
受
へ
し
、

是
ハ
稲
麦
を
こ
き
大
豆
を
う
ち
雑
穀
を
拵
候
時
、
庭

悪
候
得
ハ
土
砂
ま
し
り
候
而
、
売
候
事
も
直
段
安
く
、

事
の
外
し
つ
ゝ
い
に
成
候
事
、

一

作
の
巧
者
成
人
に
聞
、
其
田
畑
の
相
応
し
た
る
た
ね

を
ま
き
候
様
に
、
毎
年
心
か
け
可
申
事
、
付
り
、
し

つ
き
み
ニ
作
り
候
て
能
き
物
有
之
、
し
つ
き
み
を
嫌

候
作
も
有
、
作
に
念
入
候
得
ハ
、
下
田
も
上
田
の
作

毛
ニ
成
候
事
、

、

一

所
に
ハ
よ
る
へ
く
候
得
共
、
麦
田
ニ
可
成
所
を
ハ

少
成
共
見
立
可
申
候
、
以
来
ハ
れ
ん

麦
田
に
成

く

候
得
ハ
、
百
姓
之
た
め
大
き
成
徳
分
に
候
、
一
郷
麦

田
を
仕
立
候
得
ハ
、
隣
郷
も
其
心
付
有
之
物
に
候
事
、

一

春
秋
灸
を
い
た
し
、
煩
候
ハ
ぬ
様
ニ
常
ニ
心
掛
へ
し
、

何
程
作
ニ
精
を
入
度
と
存
候
而
も
、
煩
候
得
ハ
其
年

之
作
を
は
つ
し
、
身
上
つ
ふ
し
申
も
の
ニ
候
間
、
其

心
得
専
一
な
り
、
女
房
子
供
も
同
前
之
事
、

一

た
は
粉
の
み
申
間
敷
候
、
是
ハ
食
に
も
不
成
、
結
句

以
来
煩
ニ
成
も
の
ニ
候
、
其
上
隙
も
か
け
代
物
も

入
り
、
火
の
用
心
も
悪
候
、
万
事
に
損
成
も
の
ニ

候
事
、

一

年
貢
出
し
候
儀
、
反
別
ニ
か
け
て
ハ
一
反
ニ
付
何
ほ

と
、
高
に
か
け
て
ハ
一
石
に
何
程
割
付
、
差
紙
地
頭

代
官
よ
り
も
出
し
候
、
左
候
得
ハ
、
か
う
さ
く
に
入

精
を
、
能
作
り
取
、
実
多
く
在
之
ハ
、
其
身
の
徳
に

候
、
悪
候
得
ハ
人
不
知
身
上
の
ひ
け
に
候
事
、

一

御
年
貢
皆
済
之

砌

、
米
五
升
六
升
一
斗
ニ
つ
ま
り
、

み
ぎ
り

何
共
可
仕
様
無
之
時
、
郷
中
を
か
り
あ
る
き
候
得
共
、

、

皆
済
時
分
互
ニ
米
無
之
由
、
か
さ
ゝ
る
ニ
よ
つ
て

米
五
升
一
斗
ニ
子
共
又
ハ
牛
馬
も
う
ら
れ
す
、
農
道

具
着
物
な
と
う
ら
む
と
お
も
へ
ハ
、
金
子
一
分
ニ
而

仕
立
候
を
五
六
升
に
う
る
も
、
に
か

敷
事
に
候
、

く

又
売
物
抔
不
申
も
の
は
、
高
利
に
て
米
を
借
り
候
ハ
、

な
ど

弥

し
つ
ゝ
い
成
る
事
に
候
、
地
頭
代
官
よ
り
割
付

い
よ
い
よ

出
候
而
、
其
積
り
を
仕
、
不
足
に
付
て
ハ
、
ま
へ
か

と
か
り
候
て
可
済
、
前
廉
ハ
借
物
の
利
足
も
や
す
く
、

う
る
物
も
お
も
ふ
ま
ゝ
成
へ
し
、
尤
可
納
米
を
も
は

や
く
納
へ
し
、
手
前
に
置
候
ほ
と
、
鼠
も
喰
盗
人
火

事
其
外
万
事
に
付
大
き
成
損
ニ
て
候
、
籾
を
ハ
能
干

候
て
、
米
に
す
る
へ
し
、
な
ま
ひ
な
れ
は
く
だ
け
候

て
、
米
立
候
、
能
々
心
得
可
有
事
、

一

身
持
を
悪
敷
い
た
し
、
其
外
之
年
貢
不
足
ニ
付
、
た

と
へ
ハ
米
を
二
俵
ほ
と
か
り
、
年
貢
ニ
出
し
、
其
利

分
年
々
積
り
候
得
ハ
、
五
年
ニ
本
利
之
米
拾
五
俵
ニ

じ
ゅ
う
ご

成
ル
、
其
時
ハ
身
体
を
つ
ふ
し
、
妻
子
を
う
り
、
我、

身
を
も
う
り
、
子
孫
共
に
永
く
く
る
し
む
事
に
候

此
儀
を
能
々
か
ん
か
へ
、
身
持
を
可
仕
様
、
ま
い
か

と
米
二
俵
之
時
分
ハ
、
少
之
様
ニ
存
候
得
共
、
年
々

之
利
分
積
り
候
得
ハ
、
如
斬
候
、
扨
又
何
と
そ
い
た

し
、
米
を
二
俵
ほ
と
も
と
め
出
し
、
候
得
ハ
、
右
之

利
分
く
ハ
へ
、
拾
年
目
ニ
米
百
十
七
俵
持
候
て
、
百

じ
ゅ
う
ね
ん
め

姓
之
た
め
ニ
其
う
と
く
成
事
無
之
哉
、

一

山
方
ハ
山
の
か
せ
き
、
浦
方
ハ
浦
々
の
か
せ
き
、
そ

れ

に
心
を
付
、
毎
日
無
油
断
身
を
お
し
ま
ず
か

く
せ
き
可
申
候
、
雨
風
又
ハ
煩
、
隙
入
候
事
も
可
有
之

間
、
か
せ
き
に
て
も
う
け
候
物
を
む
さ
と

遣

候
ハ
ぬ

つ
か
い

様
に
可
仕
事
、

一

山
方
浦
方
に
ハ
人
居
も
多
、
不
慮
成
ル
か
せ
き
も
在



史料 - 3 -

之
、
山
方
に
而
ハ
薪
材
木
を
出
し
、
か
ら
る
い
を

売
出
し
、
浦
方
に
而
ハ
塩
を
焼
き
、
魚
を
取
、
商

売
仕
ニ
付
、
い
つ
も
か
せ
き
ハ
可
有
之
と
存
、
以

来
之
分
別
も
な
く
、

儲

候
物
を
も
当
座
に
む
さ
と

も
う
け

つ
か
ひ
候
故
、
き
ゝ
ん
の
事
な
と
ハ
、
里
方
之
百

姓
よ
り
一
入
迷
惑
仕
、
餓
死
す
る
も
の
も
多
く
有

之
と
相
聞
候
間
、
飢
饉
之
年
之
苦
労
常
々
不
可
忘

事
、

一

独
身
之
百
姓
、
隙
入
候
而
又
煩
、
田
畑
仕
付
廉
兼
候

時
ハ
、
五
人
組
惣
百
姓
助
合
、
作
あ
ら
し
候
ハ
ぬ
様、

に
可
仕
候
、
次
に
独
身
之
百
姓
田
を
か
き
苗
を
取

明
日
ハ
田
を
可
植
と
存
候
処
を
、
地
頭
代
官
所
又
は

公
儀
之
御
役
に
さ
ゝ
れ
、
五
日
も
三
日
も
過
候
得
ハ
、

取
置
候
苗
も
悪
敷
成
、
其
外
之
苗
も
節
立
植
時
過
候

故
、
其
年
之
作
毛
悪
敷
故
、
実
も
す
く
な
く
、
百
姓

た
を
れ
候
、
田
植
時
は
か
り
ニ
不
限
、
畑
作
ニ
も
そ

れ

の
植
時
蒔
時
の
旬
の
ひ
候
得
ハ
、
作
も
悪
敷

く
候
、
名
主
組
頭
此
考
を
仕
、
独
身
百
姓
右
申
す
こ
と

く
役
に
さ
ゝ
れ
候
時
は
、
下
人
共
抔
よ
き
百
姓
ニ
さ

な
ど

し
か
へ
、
独
身
の
百
姓
を
介
抱
可
申
事
、

一

夫
婦
か
け
む
か
い
の
百
姓
に
て
身
上
も
不
成
、
郷
中

友
百
姓
に
日
こ
ろ
い
や
し
め
ら
れ
候
て
も
、
身
上
を

持
、
上
米
金
を
た
く
さ
ん
に
持
候
得
ハ
、
名
主
お
と、

な
百
姓
を
は
し
め
、
言
葉
ニ
て
も
能
あ
い
し
ら
い

末
座
に
居
候
者
を
も
上
座
へ
な
を
し
、
馳
走
仕
る
も、

の
ニ
候
、
又
前
か
と
身
上
能
百
姓
も
ふ
へ
ん
仕
す

親
子
親
類
名
主
組
頭
迄
も
言
葉
を
不
掛
、
い
や
し
む

る
者
ニ
候
間
、
成
程
身
持
を
能
可
仕
事
、

、

一

一
村
之
内
に
て
耕
作
ニ
入
精
を
、
身
持
よ
く
致
し

身
上
好
も
の
一
人
あ
れ
ハ
、
其
ま
ね
を
仕
、
郷
中
之

も
の
み
な
よ
く
か
せ
く
も
の
に
候
、
一
郡
之
内
ニ
左

様
な
る
在
所
一
村
有
之
ハ
、
一
郡
皆
身
持
を
か
せ
き

候
、
左
候
得
ハ
一
国
之
民
皆
豊
に
成
、
其
後
ハ
隣
国

迄
も
其
ひ
ゝ
き
あ
り
、
地
頭
は
替
も
の
、
百
姓
ハ
末

代
其
所
之
名
田
を
便
と
す
る
も
の
に
候
間
、
能
く
身

持
を
致
し
、
身
上
能
成
候
者
、
百
姓
之
多
き
な
る
徳

分
に
て
は
無
之
哉
、
扨
又
一
郷
ニ
徒
な
る
無
法
も
の

さ
て

一
人
あ
れ
ハ
、
郷
中
皆
其
気
に
う
つ
り
、
百
姓
中
ヶ

間
の
言
事
不
絶
、
公
儀
之
御
法
度
な
と
背
き
候
得
ハ
、

其
者
を
奉
行
所
へ
召
連
参
、
上
下
之
造
作
番
等
以
下

之
苦
労
、
一
郷
之
費
大
き
成
事
、
物
毎
出
来
候
は

ぬ
様
ニ
、
み
な

よ
く
入
念
、
此
趣
ハ
名
主
た

く

る
も
の
心
ニ
有
之
、
能
々
小
百
姓
ニ
お
し
へ
申
へ

し
、

附
、
隣
郷
之
者
共
中
能
、
他
領
之
者
公
事
抔
仕

な
ど

間
敷
事
、

ま

じ

き

こ

と

一

親
に
能
々
孝
行
之
心
深
く
あ
る
へ
し
、
お
や
ニ
孝
行

よ
く
よ
く

こ
う
こ
う

之
第
一
ハ
其
身
無
病
ニ
て

煩

候
ハ
ぬ
様
ニ
、

そ

の

み

わ
ず
ら
い

そ
う
ら
わ

扨
又
大
酒
を
買
の
み
、
喧
嘩
す
き
不

仕
様
に
身
持

さ
て
ま
た

け

ん

か

つ
か
ま
つ
ら
ず

を
能
い
た
し
、
兄
弟
中
よ
く
、
兄
ハ
弟
を
あ
わ
れ
み
、

よ
く

弟
ハ
兄
に
随
ひ
、
た
か
い
に
む
つ
ま
し
け
れ
ハ
、
親

し
た
が
い

殊

之

外

悦
も
の
ニ
候
、
此

趣

を
守
り
候
得
ハ
、
仏

こ
と
の
ほ
か
よ
ろ
こ
ぶ

こ
の

お
も
む
き

そ

う

ら

え

ば

神
之
御
恵
も
あ
り
て
、
道
ニ
も

叶

、
作
も
能
出
来
、

か
な
う

よ
く

と
り
み
も
多
く
有
之
も
の
ニ

候

、
何
程
親
に
孝
行

こ
れ
あ
り

そ
う
ろ
う

の
心
有
之
も
、
手
前
ふ
へ
ん
ニ
而
ハ
成
か
た
く
候

こ
れ
あ
る

し

か

ば

間

、
な
る
程
身
持
を
能
可
仕
候
、
身
上
不
成
候
得
ハ
、

あ
い
だ

よ
く

な

ら

ず

ひ
ん
く
の

煩

も
出
来
、
心
も
ひ
か
み
、
又
ハ
盗
を

わ
ず
ら
い

も

仕

、
公
儀
御
法
度
を
も

背

、
し
ば
り
か
ら
め

つ
か
ま
つ
り

そ
む
き

ら
れ
、
篭
ニ
入
、
又
ハ
死
罪
は
り
付
な
と
ニ
か
ゝ
り

か
ご

は

り

つ

け

候
時
ハ
、
親
之
身
ニ
成
て
ハ
、
何
程
悲
し
く
可
有
之

候
、
其
上
妻
子
兄
弟
一
門
之
も
の
ニ
も
な
け
き
を
か

け
、
恥
を
さ
ら
し
候

間
、
能
々
身
持
を
致
し
、
ふ

そ
う
ろ
う
あ
い
だ

よ
く
よ
く

へ
ん
不
仕
様
ニ
、
毎
日
毎
夜
心
掛
申
へ
き
事
、

右
之
如
く
ニ
物
毎
入

念
、
身
持
を
か
せ
き
申
へ
く
候
、

み

ぎ

の

ご

と

ね
ん
を
い
れ

身
持
好
成
、
米
金
雑
穀
を
も
持
候
ハ
ゝ
、
家
を
も
よ

く
作
り
、
衣
類
食
物
以
下
ニ
付
、
心
之
侭
な
る
へ
し
、

ま
ま

米
金
雑
穀
を
沢
山
ニ
持
候
と
て
、
無
理
ニ
地
頭
代
官

た
く
さ
ん

よ
り
も
取
事
な
く
、
天
下
泰
平
之
御
代
な
れ
ば
、
脇

て

ん

か

た

い

へ

い

の

み

よ

よ
り
お
さ
へ
と
る
者
も
無
之
、
然
ハ
子
孫
迄
う
と
く

こ
れ
な
く

し
か
ら
ば

に
暮
し
、
無

間
き
ゝ
ん
之
時
も
妻
子
下
人
等
を
も
心

あ
い
だ
な
き

安
く
は
こ
く
み
候
、
年
貢
さ
へ
す
ま
し
候
得
ハ
、
百

そ

う

ら

え

ば

姓
程
心

易
き
も
の
ハ
無
之
、
よ
く

此
趣
を
心
か

く

こ
こ
ろ
や
す

こ
れ
な
し

け
、
子
々
孫
々
迄
申
伝
へ
、
能
々
身
持
を
か
せ
き

ま
で

も
う
し
つ
た
え

よ
く
よ
く

可

申
も
の
也
、

も
う
す
べ
き

慶
安
二
年
丑
二
月
廿
六
日
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